
(57)【要約】

【課題】従来の普通の水を撒くなどだけでは燃焼物の温

度をそれほど下げることが出来ない。

【解決手段】本発明は、消化剤を冷却して使用すること

により、燃焼の条件である燃える物、燃やす物、燃える

のに十分な温度のうち。空気と温度と燃焼物の温度を下

げることにより、消火を助ける。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
消 火 液 の 冷 や し て 温 度 を 下 げ る こ と に よ り 、 燃 焼 を 抑 え て 、 消 火 を 助 け る 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】 本 発 明 は 、 燃 焼 に 必 要 な 要 素 の 、 燃 え る 物 、 燃 や す 物 、 燃 え る
の に 十 分 な 温 度 の う ち 、 消 化 液 を 冷 や す こ と に よ り 、 燃 焼 場 所 の 温 度 を 下 げ る こ と で 、 燃
焼 や 、 延 焼 等 を 抑 え て 、 消 火 を 助 け る 技 術 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】 従 来 の 技 術 と し て は 、 普 通 の 水 を 放 水 す る 。 泡 を 噴 射 す る 。 消 化 剤 を 撒 く
等 の 方 法 が 存 在 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】 従 来 の 普 通 の 水 を 撒 く な ど だ け で は 燃 焼 物 の 温 度 を そ れ
ほ ど 下 げ る こ と が 出 来 な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】 本 発 明 は 、 消 化 剤 を 冷 却 し て 使 用 す る こ と に よ り 、 燃 焼 の
条 件 で あ る 燃 え る 物 、 燃 や す 物 、 燃 え る の に 十 分 な 温 度 の う ち 。 空 気 と 温 度 と 燃 焼 物 の 温
度 を 下 げ る こ と に よ り 、 消 火 を 助 け る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 の 実 施 形 態 】 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 消 防 車 が 汲 み 上 げ た 消
化 剤 を 冷 却 タ ン ク に 通 す こ と に よ り 、 冷 や し 、 こ れ を 放 出 す る こ と で 、 温 度 を 下 げ て 燃 焼
を 抑 え る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 実 施 例 】 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る が 、 そ の 要 旨 を 超 え な い 限 り 以 下 の 実 施 例 に
限 定 さ れ る も の で は な い 。 消 防 車 の 消 火 装 置 、 建 物 の 消 火 装 置 、 ヘ リ コ プ タ ー の 消 火 装 置
、 船 舶 の 消 火 装 置 。 持 ち 運 び の 消 火 装 置 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】 燃 焼 を 抑 え 、 延 焼 を 防 ぎ 、 周 囲 の 温 度 を 下 げ る こ と に よ り 、 消 火 を 早 め 人
的 、 物 的 被 害 を 減 ら し て ２ 次 災 害 も 抑 え る 。 こ れ に よ り 、 人 的 被 害 を 減 ら す こ と が で き る
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 冷 却 消 火 装 置 を 示 し た 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
（ １ ） 冷 却 タ ン ク
（ ２ ） コ ン プ レ ッ サ ー
（ ３ ） 制 御 装 置
（ ４ ） 通 気 孔
（ ５ ） フ ァ ン
（ ６ ） 放 熱 部
（ ７ ） 弁
（ ８ ） ホ ー ス
（ ９ ） ポ ン プ
（ １ ０ ） 冷 却 部
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【 図 １ 】
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